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視 床下 部 に お け る グル タ ミ ン 酸脱

炭 酸酵 素 （GAD） mRNA の in　 situ

hybridization
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ラ ッ ト眼球におけるメ タロ チオネイン の 組

織内局在性
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視 床 下部 は 脳 内 で 最 も GABA 含量

及 び そ の 合 成酵 素 で ある グル タ ミ

ン 酸 脱 炭 酸 酵 素 （GAD）活性 の 高

い 部位 と して 知 られ て い る 。 そ の

GABA の 由来 に 関 して は
、 視 床 下

部 分 離 に よ り、 視 床 下部 内 GAD

活 性が ほ とん ど影 響 を受 け な い こ

と に よ り、 視 床 下部 に 内在 す る も

の と想 定 され て い るが 、 い ま だ そ

れ に 相 当す る形態学的証拠に 乏 し

い
。 今 回 我 々 は 、

35S
標 識 rat

GAD 　 cDNA を用 い て in　 situ

hybridization を行 い
、 視床 下 部

に お け る GABA ニ ュ
ー ロ ン の 分 布

を検索 した 。 視 床下 部 GAD　 mRNA

陽 性細 胞 は傍線状体核 、 内側視束

前 核 、 視 交叉 上 核 、 前視 床 下 部 領

域 、 背 内側核 、 弓状 核 、 隆起 乳頭

体核 に 大 量 に 存 在 し た 。

こ れ らの 結果 と従来 の GABA ニ ュ

ー ロ ン マ ー カ ー で あ る GAD 及 び

GABA 免疫 陽 性 ニ ュ
ー ロ ン の 分 布

と比 較検 討 す る 。

　視神経や網膜などの眼球には、必須金麗
である亜es〈kn）が豊富に含まれてお り、 特

に網膜は生体内でzn含量が最も高い 組織で

ある 。

一
方 、 メ タロ チオネイン （磆 ）は生体

内でZnと特異的に結合してい る低分子蛋白

で あり、 踊 の供給や保持に重要な役割を担
っ てい る。 今回 、 正常ラ ッ ト眼球における

組織内齪 の分布を、酵素抗体法により調べ

た 。 更に、点眼剤として用い られて い る硫

酸亜鉛を投与したラ ッ ト（0。2％znseq　1日
3回40日間点眼）における齪 の局在性と比較

検討した 。 8−9週令Wistar系ラ ッ トの眼球を

10％ホル マ リン固定後 パ ラフ ィン切片 とし、

酵素抗体法（ABC法）により組織内urを観察

した 。 瞰 体の 特異性は非免疫血清及び吸

収実験により確認 した （Acta　Histochem．
Cytochem　 21；91−102，1988＞，正 常ラ ッ ト

眼球において、麟 ま、角膜上皮、角膜内皮、

水晶体上皮お よび後嚢の 一部の水晶体線維

細胞に認め られた 。 更に、網膜 （色素細胞層、

内網状層、神経線維層）及び視神経にも齪 が

局在していた 。 亜鉛を点眼した場合は 、 正常

ラ ッ トの局在に加えて齪の染色強度の増強

が認め られた 。 この ことはZnによる眼球組

織内の訂の誘導を示唆するもの と思われる。

一 125一
N 工工

一Eleotronlo 　Llbrary 　


